
国産畳表の特徴

国産畳表 外国産畳表

いぐさの茎が細く、
きめが細かく、
肌ざわりがソフト

いぐさの茎が太く、
畳表の目は粗い

いぐさの茎の太さ 直径1.1㎜程度 直径1.4㎜程度

畳表一枚あたりの
いぐさの使用本数

7,000～8,000本 5,000～5,500本

いぐさの茎の断面のスポンジのよう
な空気の部分が多く、また、使用本
数が多いため、機能性に優れる。

いぐさの茎の断面のスポンジのよう
な空気の部分が比較的少なく、ま
た、使用本数が少ないため、機能性
に劣る。

いぐさ独特の良い香り
原料いぐさを石炭で乾燥することか
ら亜硫酸ガスが付着するため、国産
より劣る。

きめ細かさ

保水力、吸湿効果、
弾力性等の機能性

香り


